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１ ．はじめに

　徳島県の最南端に位置する海陽町は，旧海南町・
海部町・宍喰町が合併し発足された町である。これ
まで旧各町で阿波学会等の総合学術調査報告が行わ
れており，県南部漁村集落の民家の主な特徴である

「ミセ造り（蔀帳）」を中心とした調査が行われてき
た。今回は①浅

あさ

川
かわ

，②四
し

方
ほう

原
はら

，③大
おお

里
ざと

，④奥
おく

浦
うら

，⑤
鞆
とも

浦
うら

，⑥宍
しし

喰
くい

浦
うら

，⑦久
く

保
ぼ

，⑧その他（山間部）の
８ つの地区において，ミセ造り（蔀帳）を有する
民家，茅葺き民家，近代和風建築の調査を行った。

2 ．ミセ造り（蔀帳）を有する民家

　県南地域の漁村集落に多くみられる「ミセ造り
（蔀帳）」を有する民家は，これまでその分布状況や
地域別特徴など調査研究が行われてきた。（図₁）
　1994年に阿波のまちなみ研究会が行った調査にお
いて「ミセ造り（蔀帳）」を有する民家の分布状況
を把握してから約30年の歳月が経過している。現在
の利用状況や残存状況を把握するため，『漁村集落

の〈景〉徳島県南漁村
「ミセ造り」の街並み調
査報告書』に掲載された
分布実態（図₂）をもと
に再調査を行った。その
結果，建物解体や改修に
より減少していることが
明らかになった。
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要旨：阿波学会等の過去の報告をもとに「ミセ造り（蔀
ぶ

帳
ちょう

）」を有する民家の残存数調査に加え，未調査であった茅
葺き民家の分布を悉皆的に調査し，近代和風建築の詳細調査を行った。その結果，「ミセ造り」を有する民家は，建
物解体や改修により減少していることが分かった。茅葺き民家の確認数は少ないが県南部の山村集落における貴重な
建築資料と考えられる。近代和風建築も減少傾向にあるが，浅川地区に残る類似した特徴を持つ民家の調査から，明
治期の大規模な町家の様式を記録できた。
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図 １　漁村集落の〈景〉
（1994年）

図 2　ミセ造り調査データ（漁村集落の景より抜粋）
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図₃に示す調査票を用いて外観上の特徴のほか，空
き家の有無の確認も行った。

　当時135棟の民家が確認されていたが，建て替え
や解体などにより，59棟まで減少していることを確
認した。そのうち18棟が空き家である。（表₁）

　多くの残存数を確認することができた，①浅川，
④奥浦，⑤鞆浦，⑥宍喰浦，⑦久保の ５ 地区につ
いて消滅数も含め分布図を示した。（図₈～ 11）分
布図に示すほかに鞆浦の那佐では 1 棟，宍喰の竹ケ
島では 1 棟が確認された。
　図₄は1986年に鞆浦のミセ造りを有する民家があ
る通りを撮影したものであるが，通りの両側に密集
して建物が建っていたことがわかる。しかし，現在
の同じ場所（図₅）と比較すると，建物の解体によ
り空き地になるなど，集落の空洞化が進んでいるこ
とが見て取れる。
　図₆は1986年に鞆浦の商店を撮影したものであ
る。かき氷屋を営んでいた軒先では下ミセの周囲に
椅子を置き，机の代わりに広げて利用している。店
主と思われる婦人が幼

おさな

子
ご

をあやしている様子から，
そこで賑わいがあったことがわかる。しかし，現在
の同じ場所（図₇）と比較すると，かろうじて「ミ
セ造り」は残存しているが，軒下に物品が放置され
たままであるため，空き家となっていると考えられ
る。

図 3　漁村集落の民家　調査票

表 1　地区別　ミセ造りを有する民家の残存数

調査地区 1994年　　2020年

調査数 建替 解体 残存

改修 消滅 居住 空き家

1 浅川 22 7 5 7 3

2 四方原 4 0 3 0 1

3 大里 1 0 0 1 0

4 奥浦 11 5 2 2 2

5 鞆浦 56 15 19 14 8

6 宍喰浦 33 9 10 12 2

7 久保 8 1 0 5 2

8 その他 0 0 0 0 0

合計 135 37 39 41 18

図 4　鞆浦のミセ造りがある通り（1986年）

図 5　鞆浦のミセ造りがある通り（2020年）
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　「ミセ造り（蔀帳）」は，県南地域の漁村集落にお
ける重要な建築的特徴であることから，図面等によ
る記録保存をすすめると同時に，地域の建築文化の
継承や保存活用のため，より詳しい調査が必要と考
えられる。

図 9　ミセ造りを有する民家分布図（⑤鞆浦）出典：ゼンリン住宅地図徳島県海陽町2018.10

図 8 　ミセ造りを有する民家分布図（①浅川）出典：ゼンリン住宅地図徳島県海陽町2018.10

図 6 　1986年撮影 図 7　2020年撮影
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図11　ミセ造りを有する民家分布図（⑥宍喰浦⑦久保）出典：ゼンリン住宅地図徳島県海陽町2018.10

図10　ミセ造りを有する民家分布図（④奥浦）出典：ゼンリン住宅地図徳島県海陽町2018.10
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3 ．茅葺き民家

　茅葺き民家については，現地調査に先立ち，地図
検索ソフトを利用し，あらかじめ分布状況を確認
し，図12に示す調査票を用いて調査を行った。

　町内全域で悉皆的に調査した結果，海部川の上流
域に点在しており，1992年に行われた海南町総合学
術調査で一部所在が確認されていた民家を含め，18
棟が確認された。そのうち 2 / 3 にあたる12棟が空
き家である。（表₂）しかし，確認できた棟数が少
なく，表₂に示すとおり空き家が多くを占めている
ことから，図面採取や構法の確認などの詳細調査は
非常に困難であった。

　これらの茅葺き民家について，可能な限り外観調
査を行い，その特徴を表₃にまとめた。屋根形状は
寄棟,トタンで覆われており，下屋形式は半数以上
が四

し

方
ほう

下
げ

屋
や

である。

表 3　茅葺き民家データ一覧

図12　茅葺き民家　調査票 図13　調査No.2の茅葺き民家

調査地区 居住 空き家 合計

海陽町全域 6 12 18

表 2　茅葺き民家の現存数
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₄．近代和風建築

　2013年に発行された『徳島県の近代和風建築─徳
島県近代和風建築総合調査報告書─』をもとに，近
代和風建築の調査対象となった民家の現況について
図₃に示す調査票を用いて調査を行った。可能なも
のについては間取り等の図面採取や所有者への聞き
取りなどの詳細調査を行った。近代和風建築とは，
主として明治以降に伝統的技法及び意匠を受け継い
でつくられた建造物である。
　上記報告書では53棟の所在が確認されていたが，
建て替えや解体などにより，41棟に減少している。

（表₄）そのうち約 1 / 3 にあたる15棟が空き家とな
っている。いずれの地域でも建物解体や改修などに
より減少傾向にある。

図14　茅葺き民家分布図

調査地区 2013年 2020年

調査数 建替 解体 残存

改修 消失 居住 空き家

₁浅川 7 1 1 5 0

₂四方原 4 2 0 1 1

₃大里 10 1 3 4 2

₄奥浦 6 0 2 1 3

₅鞆浦 5 0 0 1 4

₆宍喰浦 10 1 1 7 1

₇久保 9 0 0 6 3

₈その他 2 0 0 1 1

合計 53 5 7 26 15

表 4　近代和風建築の調査対象となった民家の残存数
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図15　近代和風建築の調査対象となった民家分布図（残存民家のみ）①浅川，②四方原，③大里，④鞆浦，⑤奥浦

図16　近代和風建築の調査対象となった民家分布図（残存民家のみ）⑥宍喰浦，⑦久保
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表
5　
近
代
和
風
建
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査
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と
な
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₅．建物の意匠的特徴や路地の名称

　建物の意匠的特徴や路地について，地域住民への
聞き取りから，「地域固有の呼称」があることが分
かった。
　₁）たかへい
　建物間口に対して並行に立ち上がる袖壁につい
て，代々大工を営む方からの聞き取りにより「たか
へい」と呼んでいることが明らかになった。宍喰浦
地区における呼称である。幅は半間程度のものが多
く見られたが（図17）， 2 間ほどの長さを有するも
のもある。（図18）戸境に垂直に袖壁を立て火災か
らの延焼を防ぐための防火壁の役目をもつ脇町の

「うだつ」に形状が似ているが，防火目的ではなく，
雨仕舞と意匠を考慮したものと思われる。

　₂）「あわや」と「ほそや」
　いずれも主要な通りをつなぐ，人が通り抜けられ
るだけの小道の呼称で，浅川地区では「あわや」，

鞆浦地区では「ほそや」（図19）と呼んでいる。隣
接する牟岐町では，浜へ通りぬけるために設けられ
た小道を「あわえ」と呼んでいる。

₆．個別民家の解説

　浅川地区と大里地区で近代和風建築の調査対象と
なった民家の詳細調査を行った。
　₁）浅川－Ｏ家住宅
　当家は，浅川地区を北西から南東に流れる川より
西側にある大通りに面し，北向きに建つ。（図20）
通りに面して左から主屋，納屋が並び，裏に庭と畑
があり，厩

うまや

などが建つ屋敷構えである。（図21）
　主屋は切妻造二階建て，間口5.5間，奥行き5.5間，
通りに面した出入り口は右勝手，東の妻側に玄関を
設ける。勝手とは別に玄関を設け格式のある家構え
となっている。勝手を入ると土間と座敷が並び，そ
の奥に通りニワがあり，引き戸を介して増築部に続
く。（図22）二階の軒は出

で

桁
げた

を設け深くしてある。
　水害を受けやすい立地のため，土間を通りより高
い位置に上げ，座敷は通りから約 1 ｍの高さにあ
る。（図23）昭和南海地震で津波に遭った際，床下
まで浸水した痕跡が残る。
　家人によると，少なくとも明治30年以前の建築で
ある。屋根は本瓦葺き，外壁は主に漆喰塗りと下見
板張り，西側の外壁は水切り瓦を有し，漆喰で塗り
固められ，コテ絵を施したえぶり板や持ち送り，正
面は一階に出格子，勝手の引き戸にケヤキの腰板，
二階に手摺，袖壁など細やかな意匠が施されてい
る。（図24，25）

図17　たかへい

図18　 2 間ほどの長さを有するたかへい

図19　ほそや
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　₂）浅川－Ｈ家住宅
　当家は，浅川地区を北西から南東に流れる川より
東側の通りに面し，北向きに建つ。（図26）主屋は
切妻造二階建て，間口5.5間，奥行き5.5間，通りに
面した出入り口は右勝手，東の妻側に玄関を設け
る。家人によると，少なくとも明治30年以前の建築
である。また，勝手とは別に東側に玄関を設け格式
のある家構えとなっている。二階の軒は出桁を設け

図20　【浅川－Ｏ家住宅】外観 図23　【浅川－Ｏ家住宅】主屋断面図

図21　【浅川－Ｏ家住宅】配置模式図

図24　水切り瓦を有する西側外壁

図25　漆喰で塗り固めコテ絵を施したえぶり板

図22　【浅川－Ｏ家住宅】主屋間取り
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深くしている。水害を考慮し土間を通りより高い位
置に上げるなど，先述したＯ家住宅と構造規模や外
観的特徴が類似している。

 

　Ｏ家とＨ家は建築時期も近く，類似点も多いこと
から，明治期の浅川地区における大規模な町家の様
式を伝えるものと考えることができる。いずれも派
手さは見られないが細部まで丁寧に加工し，贅を尽
くした材料を使用しているなど建築的価値も高く，
まちの景観を形成する貴重な民家である。
　₃）浅川－浅川西公民館
　当館は，浅川地区を北西から南東に流れる西側の
大通りに面し，南向きに建つ。（図27）寄棟造二階
建て，間口 5 間，奥行き 5 間，の擬

ぎ

洋
よう

風
ふう

建築である。
中央に設けられた玄関から奥に広間，右の勝手口を
入ると炊事場がある。（図28）小屋組みはキングポ
ストトラスの洋小屋である。（図29 ～ 31）

図26　【浅川－Ｈ家住宅】外観

図27　【浅川－浅川西公民館】外観 図31　【浅川－浅川西公民館】小屋組

図30　【浅川－浅川西公民館】断面図

図29　【浅川－浅川西公民館】立面図

図28　【浅川－浅川西公民館】平面図
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　₄）大里－Ｈ家住宅
　当家は，かつて御

お

鉄
てっ

砲
ぽう

の住居が点在していた屋敷
町に隣接しており，一見すると御鉄砲の屋敷構えに
思われるが，家人によるとその系譜ではなく代々，
林業を営んでいた。西側の通りから東西に延びる土
塀に沿って進むと，土塀に面して南向きに主屋が建
つ。主屋の北東に納屋，北西に庭，裏に畑がある屋
敷構えである。（図32）
　主屋は切妻造中二階建て，間口 6 間，奥行き 5 間，
西の正面中央に玄関を設ける。（図33）敷地周囲は
槙垣と石垣，土塀で囲われている。（図34）棟札に
より明治 5 年の建築である。屋根は桟瓦葺き，外壁
は主に下見板張りと一部漆喰塗り，内部意匠も細部
まで丁寧に加工し，贅を尽くした材料を使用してい
るなど建築的価値も高く，まちの景観を形成する歴
史的な建造物である。

₇．おわりに
　海陽町でも少子高齢化や過疎化の影響を受けて
か，伝統的な民家は減少傾向にある。県南地域の漁
村集落における重要な建築的特徴である「ミセ造り

（蔀帳）」を有する民家は半数以上の消失が確認され
た。茅葺き民家は確認された数が少ないものの，県
南部山村集落の暮らしを伝える貴重な歴史的な建築
物といえる。近代和風建築も減少傾向にあるが，浅
川地区に残るＯ家とＨ家の住宅は類似した特徴を持
ち，明治期の大規模な町家の様式を記録できた。
　地域の歴史的景観を形成していた伝統的な建築物
が消失することは，地域固有の景観を失うだけでな
く，建築文化の消失にもつながるため，図面等によ
る記録保存をすすめると同時に，地域の建築文化の
継承のため，保存活用などの対策が求められる。
　最後になりましたが，本調査に快くご協力を頂い
た住民の皆様はじめ関係各位に深く感謝いたしま
す。
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図33　【大里－Ｈ家住宅】平面図

図32　【大里－Ｈ家住宅】外観

図34　【大里－Ｈ家住宅】左奥：槙垣，中央：石垣，
右：土塀


